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「持続性ある実践的多自然川づくりに向けて」河川法改正20年 多自然川づくり推進委員会 提言

平成１８年の多自然川づくり基本方針により、多自然川づくりは普遍的な川づくりである
として全国に展開され、様々な取り組みがこの１０年で拡大してきたが、その一方で、整理
すべき課題も多く存在。

実践・現場視点
いかに現場で多自然川づくりを進め、定着させていくのかを、常に「現場視点」で考え、河川環境

の整備と保全が現場で徹底されるようにすることが重要。あわせて、自然環境には不確実性があるた
め、得られた結果を貴重な知見・経験として次の取り組みに活かしていくことが重要であり、そのた
めの課題解決に向けて順応的に挑戦し続けるべき。

持続性・将来性
日常的な河川管理の中で、まずは自然の営力を活用した効率的な管理を第一に考え、これのみによ

ることができない場合に、様々な工夫を凝らした河川環境の整備と保全を徹底していくことが重要。
加えて、将来へ向けた持続性を高めるために、地域社会との関わりを深め、更には、気候変動などの
河川の環境を取り巻く将来的な変化も見据えつつ、日本の原風景である美しい川を引き継いでいくた
めの、川と人との持続的な関わりのあり方について検討を続けるべき。
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古座川流域の概要
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流域面積 356.0km2

幹川流路延長 56.0km

七川ダム上流

河内橋上流

古座橋付近
一枚岩付近

七川ダム



鮎の川古座川

古座川桜祭り（七川ダム周辺）

カヌーでの川下り

古座川の河川利用
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河内祭り

※古座川町HPより

※古座川町HPより

※古座川町HPより

※古座川町HPより



古座川の河川環境
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ダム湖及び上流域【七川ダム上流】

中流域【七川ダム下流～小川合流部付近】

下流域【小川合流部付近～河内橋】

感潮域【河内橋～河口】

山間低地と背後の山地からなる渓流状の区間
河川沿いにはスギ・ヒノキ植林が広く分布し、シイ・カシ林が点在している。
タカハヤ、アマゴ等の魚類が生息している。また、ダム湖内にはオオクチバス
が生息している。
平井地区周辺にはオオサンショウウオが生息している。

山間低地と背後の山地からなり、立合付近までは河川沿いに平坦な地形が続く
が、これより上流側の七川ダム堰堤まではやや河川勾配が大きくなる。
河川敷にはツルヨシ群落が点在し、河畔林は主にスギ・ヒノキ植林である。
ニホンウナギ、ウグイ、アユ、ウツセミカジカ（回遊型）などの魚類やカワセ
ミ、カワガラスなどの鳥類が生息している。

古座川の運搬・堆積作用によって形成された谷底、海岸低地
ウグイ、アユ、ウツセミカジカ（回遊型）などの魚類やカワウ、カワセミ、カ
ワガラスなどの鳥類が生息している。

古座川の運搬・堆積作用によって形成された谷底、海岸低地
植生はほとんど存在しないが、古座橋付近の中州にはヨシ群落がみられる。
ニホンウナギ、カマキリ、イドミミズハゼなどの淡水魚・回遊魚の他、ギンガ
メアジなどの海水魚が生息している。
ホオジロガモ、イソシギ、ウミネコ、イソヒヨドリなどの鳥類が生息している。

ダム湖及び上流域

中流域

下流域

感潮域
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延長 L=200m

位置図

施工前写真

捨石が流出し護岸に影響を与える可能性有
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魚類調査箇所

施工箇所

魚類調査結果（平成9年実施）

※調査箇所は汽水域であり、干潮時には中州が広がる。

No 目名 科名 和名 生活型

1 コイ目 コイ科 コイ 淡水魚

2 オイカワ 淡水魚

3 カワムツ 淡水魚

4 サケ目 アユ科 アユ 回遊魚

5 スズキ目 サンフィッシュ科 オオクチバス 淡水魚

6 カワアナゴ科 カワアナゴ 回遊魚

7 ハゼ科 ボウズハゼ 回遊魚

8 スミウキゴリ 回遊魚

9 ビリンゴ 汽水・海水魚

10 シマヨシノボリ 回遊魚

11 ゴクラクハゼ 回遊魚

12 チチブ 回遊魚

計 4目 6科 14種 合計種数

聞き取り調査では「ニホンウナギ」（環境省レッドリスト（環境
省.2017）絶滅危惧IB類）も確認。
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標準断面図

仮置中の石材

4000



日常的な河川管理における河川環境の保全について

平成２９年度 多自然川づくり近畿地方ブロック会議

施工前 施工後
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No 目名 科名 和名 生活型 平成9年 平成28年

1 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ 回遊魚 ○

2 コイ目 コイ科 コイ 淡水魚 ○

3 オイカワ 淡水魚 ○ ○

4 カワムツ 淡水魚 ○ ○

5 ウグイ 回遊魚 ○

6 サケ目 アユ科 アユ 回遊魚 ○ ○

7 カサゴ目 カジカ科 カマキリ 回遊魚 ○

8 スズキ目 サンフィッシュ科 オオクチバス 淡水魚 ○

9 ボラ科 ボラ 汽水・海水魚 ○

10 カワアナゴ科 カワアナゴ 回遊魚 ○ ○

11 ハゼ科 ボウズハゼ 回遊魚 ○ ○

12 ミミズハゼ 回遊魚 ○

13 スミウキゴリ 回遊魚 ○

14 ビリンゴ 汽水・海水魚 ○

15 ウキゴリ属 回遊魚 ○

16 シマヨシノボリ 回遊魚 ○ ○

17 ゴクラクハゼ 回遊魚 ○ ○

18 ヌマチチブ 回遊魚 ○

19 チチブ 回遊魚 ○

20 フグ目 フグ科 クサフグ 汽水・海水魚 ○

計 6目 ９科 20種 合計種数 12種 15種

魚類調査結果（平成9年実施及び平成２８年実施）
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平成２９年８月３０日撮影


